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３　安全な開催に向けた警備の記録

世界各国でテロが頻発し、我が国においてもテロ事件の発生が懸念され、また、サイバーテロやドローンなど

新たな脅威への対応も迫られる中、三重県警察は、全国の都道府県警から応援を受け、愛知・三重両県で約２万

３千人、三重県内では約１万６千人態勢で警備にあたった（人数は警察庁発表）。

海上保安庁や消防等、多数の機関との連携の結果、サミット開催に伴う警備は大きな事件・事故等もなく無事

に終了した。

テロ対策三重パートナーシップ推進会議における
近鉄との合同訓練の様子

名古屋港に入港する警察部隊

待機する警察車両

テロ対策三重パートナーシップ推進会議における
三重交通との合同訓練の様子

出発を待つ警察部隊
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伊勢神宮付近の観光地（おはらい町）を警戒する警察官

伊勢神宮内宮を警戒する警察官

伊勢神宮内宮に到着した安倍総理

伊勢神宮内宮から出発する車列
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伊勢神宮内宮から出発する車列

IMCで不審物件を検索する警察官

国際メディアセンター（IMC）に入る車列

IMC入場ゲートを警戒する警察官

IMCを警戒する警察官
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IMC内を警戒する警察官

交通規制を喚起する横断幕

検問に従事する警察官

IMCアネックスを警戒する警察官

検問の協力依頼看板
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賢島周辺で警戒する警察部隊

高速道路で警戒する警察官

賢島周辺で警戒する警察部隊

賢島周辺で警戒する警察部隊
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賢島臨時警備派出所で警戒する警察官

賢島内で警戒する警察官

賢島駅で警戒する警察官 横山展望台から警戒する警察官
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会議場（志摩観光ホテル）に到着した車列

海上を警戒する警察官
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フラワーポットの提供を受ける警察部隊

安倍総理を警護する警察官

不審物件を検索する警備犬 記者会見場（賢島宝生苑）を警戒する警察官

P63から70までの写真：三重県警察提供
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賢島周辺海域を警戒中の海上保安官 志摩上空を警戒する海上保安庁ヘリコプター

訓練中の海上保安官 英虞湾内を警戒中の海上保安官

名古屋港に参集した巡視船隊

P71の写真：海上保安庁第四管区海上保安本部提供

海上保安庁による海上警備

四方を海で囲まれた伊勢志摩サミット会場周辺の海上警備に万全を期すため、海上保安庁では全国から巡視船

艇等を派遣するとともに、水深の浅い賢島周辺海域には高速ゴムボート船を投入するなど、近年では最大規模の

警備体制を構築し、海上テロに対する周辺海域の徹底警戒を行った。

英虞湾内に沈む夕日と海上保安官
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消防

サミット開催にあたり、サミット会議場、関係者宿泊施設、国際メディアセンター、空港等における火災等の

未然防止と災害発生時の消防活動に万全を期するため、消防・救急の特別警戒体制を構築し、各国首脳等の安全

を確保した。

県営サンアリーナでの事前消防訓練

志摩観光ホテルでの事前消防訓練

伊勢志摩サミット消防特別警戒部隊結団式
（サンアール磯部）

要人ヘリ警戒（志摩スペイン村第３駐車場） 拠点機能形成車両（賢島宝生苑）
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４　会場・関連施設

志摩観光ホテル ザ クラシック

志摩観光ホテル ザ ベイスイート※1
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国際メディアセンター（IMC）外観

IMC内観

志摩観光ホテル ザ クラブ 賢島宝生苑
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IMC アネックス外観※2

アネックス内
いけばな/ プロジェクションマッピング

アネックス内
政府広報展示スペース

P73から75までの写真：※１は（株）近鉄・都ホテルズ提供、※２は国土交通省提供、それ以外は外務省提供
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